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Abstract
Using epoxy resin部′ith the varions quantities and diameters of alu■lina,dielec ric break‐
down characteristics from rOom temperature to 180°C were studied
Dielectric breakdown voltage of epoxy resin filled alunュina with 40 ri■er parts s higher than
that、、アith 5 and 100 niler parts at any temperature  Vヽhen heating the epoxy resin、vith Finer,
dieletric breakdown voltage begins to decrease frona the giass transition temperature,and asthe
I11ler parts increase the temperature at which begins to decrease shifts to higher one










関係について論 じた報告 もい くつか見 られ
る(1)～(3)。
そのような充てん剤混入エポキシ樹脂は高温
下で使用される機会も多く,高温時においても,
混入する充てん剤の量によリトリー進展の抑制
効果があるかどうかを検討することは重要な問
題である。
一方,エポキシ樹脂にアルミナを混入した場
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合のように,異種誘電体を接角虫させるとそこに
界面が生ずる。この場合のトリー進展と充てん
剤界面との関係についての幸隧告がある(0が,高
温時の固体一固体絶縁体界面の絶縁破壊特性に
及ばす影響についての検討はほとんど行われて
いないのが現状である。
本論文では,混入するアルミナの充てん量お
よび粒径を変えたエポキシ樹脂を用い,高温領
域における破壊電圧を村脂とアルミナの接触界
面の温度による変化を考慮しながら検討した。
2.試料および実験方法
2・1 試料
試料は,液状エポキシ村脂と液状酸無水物硬
化剤を体積比 1:0.87の割合で混合した。充てん
材を混入する場合は,アルミナ充てん剤 (比誘
電率9.2)を同時に加えてかくはんした後,1時
間真空脱泡して,針電極とともに100℃で90分
間,更に150℃で120分間金型にて注型加熱し
て硬化させた。硬化後は恒温槽内で室温まで徐
冷した。この場合,エポキシ樹脂に混入した充
- 73 -―
